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過去と現在
• 機械翻訳技術の進歩

ルールベース翻訳
→ 統計翻訳

→ ニューラル翻訳 (トランスフォーマー)
• 現在では⼈間の翻訳と区別できないことも多い
• しかしまだ完璧とは⾔えない

• 慣⽤句、⽂化的ニュアンス、⽂脈依存表現
• プロの翻訳者や通訳者は、⾔語だけでなく

⽂化の隔たりも埋める役割を果たしている



⽣成AIの登場
• GPTやBERTによる新時代の幕開け

• 複数⾔語でのコンテンツ⽣成、⽂脈理解、
シームレスな⾔語の切り替え

• 翻訳業界への潜在的な影響は深い
• ⼤きな⼒には⼤きな責任が伴う

• ⾔語的には正しいように⾒えるが
意図した意味を誤って表現することがある

• 課題でもあり好機でもある
• 我々が持つモデルを絶えず再評価し

洗練しなければならない



未来：
競争ではなく協⼒
• 機械翻訳と⼈間の専⾨知識の融合

• ⽣成AIによる
- 翻訳候補の提案
- 他の⾔語からの⽂脈の提供
- ⽂化的な注釈の提供

• 翻訳者は⾃⾝の専⾨知識を活かして正確さと
ニュアンスを確保する最良のオプションを選択

• AIとの協⼒により迅速な翻訳が可能となり、
世界の多様な⽂化への幅広い理解へとつながる



まとめ
• ⽣成AIの時代に

翻訳・通訳業界は
岐路に⽴たされている

• 課題はあるが、機会は
無限に広がっている

• ⼈と機械の間の協⼒の
精神を育てることで⾔語の
壁を減らし、理解が花開く
時代を迎えることができる



⽣成AI翻訳に関する論⽂紹介



これまでのNMTとLLMの違い
NMT LLM

ネットワーク構造 原⾔語⽂を受け取るエ
ンコーダーと⽬的⾔語
⽂を⽣成するデコー
ダー

デコーダーのみ
- ⼊⼒もデコーダーが受
け取る

学習データ 対訳コーパス
- 最⼤でも数億⽂対？

単⾔語コーパス
- 数百億から数千億⽂？

パラメーター数 数百万から数⼗億 数千億から数兆
- GPT-3が1750億 ≒
⼈間の脳の神経細胞数
(シナプス数は数百兆個)

参考 https://github.com/ray-project/llm-numbers



Do GPTs Produce Less Literal Translations?

• Q: GPTモデルは既存のNMTと⽐較して直訳が少ない？
• A: YES

• 英語とドイツ語/ロシア語/中国語/⽇本語で調査
• ⼈⼿評価も実施 (どちらがより直訳かを判定)
• 特にイディオムを含む⽂で顕著
• 英語への翻訳よりも、英語からの翻訳の⽅で顕著

• ⼀⽅で直訳が必要となるケースでは悪影響かも
• ⼈名などの固有名詞

[Raunak et al., ACL2023, short paper]



How Good Are GPT Models at Machine Translation?
A Comprehensive Evaluation
• 18⾔語、GPT3.5/ChatGPT
• さまざまな条件で実験を実施

• Incontext-learningに使う翻訳例の違い
• ゼロショット翻訳
• ドキュメント翻訳
• 様々なドメインでの翻訳

• ⾃動評価および⼈で評価
• NMTとGPTモデルのハイブリッド化

[Hendy et al., arXiv]

30ページもあるので興味のある⼈は各⾃で！



How Good Are GPT Models at Machine Translation?
A Comprehensive Evaluation [Hendy et al., arXiv]

⾃動評価 ⼈⼿評価







他にも
• Prompting PaLM for Translation: Assessing Strategies and 

Performance [Vilar+, ACL2023]
• Leveraging GPT-4 for Automatic Translation Post-Editing 

[Raunak+, EMNLP Findings 2023]
• Prompting Large Language Model for Machine Translation: A 

Case Study [Zhang+, 2023, arXiv]
• Multilingual Machine Translation with Large Language 

Models: Empirical Results and Analysis [Zhu+, 2023, arXiv]
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「翻訳の⽇」連動企画
4団体パネルディスカッションより
• ⽇本翻訳者協会(JAT)理事、狩野ハイディ⽒の⾔葉

https://webjournal.jtf.jp/2023/10/30/7853/

最初に隅⽥さんからAAMTの活動についての説明にあったように、機械翻訳の必要性がある
のは翻訳者もJATでも認めています。⼈間の翻訳ではできないぐらいの量があるけれども、機
械翻訳で何でもできるわけではないので、機械翻訳が向いている⽂章であったり、機械翻訳
やAIが向いている分野には、データを提供したり、機械のテクノロジーを提供していかなけ
ればいけない。とはいえ、そういう違いがあることをJATでもみなさんの団体でも、クライア
ントに対しても教育しないと、翻訳者がテクノロジーをなかなか受け⼊れづらいところがあ
ると考えています。

テクノロジーとの共存は前向きに受け⼊れなければいけないけれども、⼀つのツールとして
受け⼊れて、翻訳者の代わりになる部分はどこかなど、細かいところを説明しながら先に進
んでいかなければいけないなと思っています。


